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● 事業所名： 株式会社　スター精機

● 代 表 者 ： 代表取締役　星　正憲

● 所 在 地 ： 〒976-0042　福島県相馬市中村字荒井町46

〒976-0006　福島県相馬市石上字南蛯沢390

● 環境管理責任者： 品質保証課 森　郁恵

： 管理課 森　弓子

                 　　　　  ： ＴＥＬ 0244-36-2411

ＦＡＸ 0244-26-5066

Ｅメｰﾙ gyoumu@starseiki.jp

● 認証・登録範囲 ： 　全組織

● 活動範囲 ： 　全活動

● 事業活動：

〔主な取引先〕

宇宙航空研究開発機構

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構
　        公益財団法人 鉄道総合技術研究所

国立大学法人 東北大学

　　国立大学法人株式会社            C&A
　　　 学校法人 日本大学

　 　 独立行政法人 理化学研究所

株式会社 宮城ニコンプレシジョン

株式会社 栃木ニコンプレシジョン

株式会社 ＩＨＩ

株式会社 ＩＨＩキャスティングス

株式会社 ＩＨＩジェットサービス

株式会社 INC

株式会社 多加良製作所

株式会社           ダイナックス

株式会社           笹野マックス

株式会社           東洋測器製作所

株式会社           トヤマ

二九精密機械工業株式会社

ニダック精密株式会社

●

売上高 20,500万円/年

従業員数 24人

工場延べ床面積 1,658㎡

土地面積 17,200㎡

【本社】

【工場】

事業規模

         事務局

連絡先

機械部品の製品及び装置の設計・製作

 レオン自動機株式会社

１．事業の概要
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　　　　(４）環境経営を考慮した省エネ、省資源に対応した部品・装置の製造

　　３．環境マネジメントシステムを有効運用し、環境保護活動の継続的向上を目指します。

　　　星　正憲

　　　　(２)  産業廃棄物の削減

　　　　(３）水の使用量の削減

　　　　(５）化学物質使用量の削減

　　２．国、地方自治体等の法規、条例等を遵守し、地域環境保全に努めます。

        ４．この環境経営 方針は全ての従業員に周知徹底させるとともに

                 環境経営 レポートと 併せて社外に公表します。

　　　【　環　境　経　営　方　針　】

　　　　　　    2023年 11月 20日

　　　　株式会社スター精機

　  　　　　　　      代表取締役

　　　《基本理念》

　　　《環境経営方針》

          １．事業経営活動に伴う以下の環境負荷の削減に取組みます。

　　　　(１)  省エネルギーの推進

 株式会社スター精機は事業活動の中で主に半導体および航空宇宙分野の設計・製作を担っておりま

す。その為、特に電力消費量が著しい為、特にCO2排出の低減に努めていきます。また、昨今のエ

ネルギー価格高騰により弊社における経営環境が非常に厳しい立場にありますが、価格高騰に対応

可能な更なる対策を推進していき、

 地域環境維持と負担低減を行い、環境保全に総力で取り組んでいきます。

２．環 境 経 営 方 針
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１．年度目標(2022年4月～2023年3月) 作成日: 2022年４月 1日

改訂日：2022年8月25日

(1)製造部門

電力使用量の削減　　　　　　

産業廃棄物の削減　　　

水の使用量の削減　　　　　

(2)管理・品証部門

燃料使用量の削減

紙の使用量の削減

グリーン購入の推進

２．中期目標

2025年度 活動と取り組み

-8%

-6% 省エネルギーの推進

-8% 省資源

-8% 水道水の節約

-8% 化学物質使用量の削減

-8% 省エネルギーの推進

-6% 省資源

省資源

36％以上 グリーン購入の推進
グリーン購入の推進
(事務用購入品）

34％以上 　35％以上

(2)管理・品証部門

燃料使用量の削減 -6% -7%

紙の使用量の削減 -4% -5%

自らが生産・提供する
製品及びサービス

環境に配慮した素材、省電力化、省資源化等の
製品設計を推進する。

水の使用量の削減 -6% -7%

化学物質使用量の削減 -6% -7%

電力使用量の削減 -4% -5%

産業廃棄物の削減 -6% -7%

二酸化炭素排出量の削減 -6% -7%

(1)製造部門

「グリーン調達品の割合を33％以上を目標とする。」

(事務用品）

　2022年～2024年は、2017年度を基準値とし、2022年は5％削減、2023年は6％削減、2024年は7％削
減を目標値とする。また電力使用量・紙使用量については、2019年度の値を基準値として見直し毎年1%
の削減を目標値とする。

2023年度 2024年度

「紙使用量を2019年度を基準として3％削減」

《環境経営目標》

二酸化炭素排出量の削減 「二酸化炭素排出量を2017年度を基準として目標値を5％削減」

「電力使用量を2019年度を基準に3%削減。」

「産業廃棄物の排出量を2017年度を基準として5％削減。」

「水の使用量を2017年度を基準として5％削減。」

化学物質使用量の削減 「化学物質の使用量を2017年を基準として5％削減」

自らが生産・提供する
製品及びサービス

「環境に配慮した素材、省電力化、リサイクル等しやすい製品設計を推進す
る。」

「燃料使用量を2017年を基準として5％削減」

3．環境経営目標
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■取組期間：2022年4月～2023年3月まで
■作成日：2022年4月1日

環境目標 活動・取組項目
活動の手段
（どのように）

実施時期
（いつまでに）

該当場所
（どこで）

担当者
（だれが）

実施方法・頻度

・安全を確認して速やかに消灯する
・節電呼びかけの掲示

　■退社時消灯の徹底 ・作業終了の現場から順次消灯する
電力使用量の削減 　■エアコンのﾌｨﾙﾀｰ清掃 各セクション ・定期的な清掃をする。

　■エアコンの室内温度の遵守 7月～3月 米澤 ・室内温度を冬は20℃夏は26℃にする
　■コンプレッサーの電源を切る 後藤 ・使用が少ない時は稼働台数を減らす
　■ｴｱｰ漏れの監視と修理 西澤 ・ｴｱｰ漏れが発生した場合速やかに修理をする
　■機械のアイドリング短縮 各自 ・持ち場を離れる時は可能な限り機械を止める
　■ガソリン使用量の削減
　■エコドライブの徹底
　 ・急発進、急加速を避ける

・運用者はアイドリングストップの意識向上を図る
　■灯油使用量の削減 11月～3月 工場 ・室内温度を遵守し、灯油使用量の削減を図る
　■不良の削減
　■材料歩留まり率の向上・材料の分別
　■金属くず分別の徹底
　■ごみ分別引取りの徹底
　■資源ごみ分別の徹底

　■水道水の節約 通年 ・水は出しすぎない様注意しこまめに蛇口を閉める
　■漏水の調査 12月～2月 ・漏水・凍結による事故に注意する。

通年 ・節水の呼びかけを掲示や口頭でも行う。
　■ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進

・グリーン購入品の調査と集計及び公表
　■情報セキュリティの遵守 ・両面印刷の多用を試みる様呼びかけを行う
　■ミスコピーの削減 ・よく確認してからｺﾋﾟｰする
　■ＦＡＸ機のスキャン機能を活用する

　■化学物質使用量の削減 ・必要以上の持ち出しを無くして行く
・揮発性の物はしっかり密閉して保管管理をする

　■リサイクルしやすい製品を生産する ・リサイクル可能な材料を使用する設計をする

　■製品の環境性能の向上、改善 ・環境負荷の少ない製品の開発

　■省電力を意識した設計をする ・LED等の省電力部品の選定

■省資源 通年 事務所 森（弓）･鈴木

自らが生産・提供す
る製品の環境性能
の向上及びサービス
の改善

■省資源 通年 設計室
古山・國方
中川・橋本

化学物質使用量の
削減

■化学物質使用量の削減 通年 事務所・工場 中川

燃料使用量の削減
通年 事務所

若杉

・電子データーにて保管可能な書類を選択し用紙の
outputを削減。

・種類ごとに分別するよう徹底する

水の使用量の削減 ■水道水の節約 事務所・工場 林・久田

グリーン購入の推進 ■グリーン購入の推進 通年 事務所 星・森（弓）

紙の使用量の削減

事務所・工場

久田
・作業前の確認等を十分に行い不良品の削減を目指
す

谷津田 ・有価物と廃棄物の分別の徹底を図る

若杉

・物品購入の際、出来る限り環境物品等を購入する

　■昼休み・休憩時間の消灯
二酸化炭素排出量
の削減

■省エネルギーの推進

通年
事務所・工場

通年 工場

天沼・志賀・川勝

・効率よく納品出来るように無駄な動きをしないルート
を選択する

産業廃棄物の削減 ■省資源 通年

4．環境経営計画
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承認

推進員

代
表
者

（
社
長

）

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・実施体制を構築し、環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・経営に於ける課題とチャンスの整理

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境関連法規制の遵守評価の承認

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

環
境
管
理
責
任
者

環
境
事
務
局

E
A
2
1
推
進
委
員
会

2023.11.20 改訂

【役割分担】
役割・責任・権限

(EA21推進委員会)

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境:経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・部門長を補佐し部門における環境経営計画の実施に向け、取組の推進をはかる。

全従業員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境経営レポートの承認

部
門
長

・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・自部門における緊急事態対応手順書の作成、テスト・訓練の実施、記録の作成保管

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営レポートの確認

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

5．実 施 体 制

代表者(環境管理統括責任者)

社長 星 正憲

事務局

森 弓子

管理課

 部門長 星 智憲
 推進員 宇佐美 愛

製造課

部門長 久田 憲一
推進員 谷津田 昌郁 

設計技術課

 部門長 久田 憲一
 推進員 國方 己真希

星

環境管理責任者

森 郁恵

品質保証課

部門長 鈴木 真澄
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○

X

基準値 単位
削減目標

(％)
2022年度
目標値

2022年度
実績

達成度合
％

評価

136,446 ｋg-CO2 -5% 151.607 106,952 70,445.69 ○ -6%

電気
第一工場

198,972 ｋWh -2% 194,993 176,793 -9.33 〇 -3%

電気
第二工場

120,000 ｋWh -2% 117,600 43,727 -62.82 〇 -3%

ガソリン 4,545 ℓ -5% 4,318 2,315 -46.38 ○ -6%

軽油 1,199 ℓ -5% 1,139 816 -28.36 〇 -6%

灯油 2,242 ℓ -5% 2,130 1,164 -45.35 ○ -6%

第一工場 344 ｍ3 -5% 327 189 -42.17 ○ -6%

第二工場 42 ｍ3 -1% 42 36 -13.42 ○ -2%

90,000 枚 -3% 87,300 76,500 -12.37 ○ -4%

30 ％ 33% 33% 46% 140.14 ○ 34%

一般ゴミ 1,520 ｋｇ -5% 1,444 770 -46.68 ○ -6%

金属くず等 9,310 ｋｇ -5% 8,845 7,664 -13.35 〇 -6%

廃油 4,700 ℓ -5% 4,465 4,140 -7.28 〇 -6%

143 ℓ -5% 136 112 -17.56 〇 -6%

○

作成日：2023年11月1日　　2022年度環境経営目標達成状況
（2022年4月～2023年3月） 目標達成

自らが生産・販売・提供する製
品の環境性能の向上及び
サービスの改善

環境に配慮した素材、省電力化、リサイ
クル等しやすい製品設計を推進する

補助金制度を利用してCAD・CAMシステム追
加導入。設計部門と製造との相互情報共有
により、生産性の効率アップ・コスト削減にも
期待できる。

次年度の
削減目標

(％)

目標未達成、(次年度問題解決に取組む)

環境目標

二酸化炭素排出量

※　二酸化炭素排出量の排出係数・・・
オリックス(株)の値（0.485 kg-CO2/kWh)にて算出

グリーン購入の推進

廃棄物の削減

化学物質使用量

エネルギー 使用
量の削減

水使用量

紙使用量

6. 環境経営目標の実績・取組の結果及び次年度の削減目標

作成者 承認者

星 星
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 （1）電力量の削減

（2）燃料使用量の削減

（2）紙の使用量の削減

（3）化学物質使用量の削減

今年度は前年度に比べてどれも達成しておりますが、廃油が昨年に比べて著しく増えてしまいま
した。要因としては、通常は、夏季、冬季の2回廃油回収があるのですが、コロナによる生産活動
の減少により昨年の冬季での廃油回収を抑制した分が、今年度の夏季に2回回収となった為で
す。

『　エネルギー使用量の削減　』

節電対策として、第2工場（組立工場）の全LED化や低コストコピー機の導入等により今年度は前
年度に比べ年間の総消費量は達成することが出来ましたが、月々の目標については未達成の月
が目立ちました。実績の推移と生産量を見て新たに目標を再設定したいと思います。

こちらも前年度から比べると、コロナ禍の行動制限ということもあり、どれも目標に対し、結果的に
達成した形になりました。今後はコロナによる制限解除により行動も広がる為、現状の目標程度に
なる見込みと考えております。

『　水・紙・化学物質の使用量の削減　』

（1）水の使用量の削減
今年度も目標値は達成することが出来ています。今年度は冬季の水道管凍結によるトラブルもな
く、次年度の目標に向けて進めて行ければと思います。

こちらも紙の使用量については目標達成しておりましたが、単月で見ると大型商談の提出書類纏
め等により達成できていない月がありました。今後は商談傾向を見て目標設定したいと思います。

こちらは目標に対して未達成でした。原因として、大型商談の部品点数が多く、5月～7月に集中し
て有機溶剤の突発的な使用があったためです。今後は生産量の見ながら目標を決めたいと思い
ます。

『　産業廃棄物の削減　』

（1）金属くず・廃油・一般ゴミ等の削減

『　グリーン購入の推進　』

（1）グリーン購入品の推進
目標は達成は出来ていますが、担当者(購買係)には常に環境を考慮した商品や購入の必要性を
考えながら日々の業務をお願いしています。

取組結果の総評と次年度の取組について

今年度は年度で見た場合、概ね目標に対し達成できていたと思います。しかしながら、単月で見た場
合、目標に対し未達成な項目が散見された為、次年度以降は、生産量を顧みつつ、エコ活動を意識し
た目標を再設定したいと思います。

7.  環境経営計画の取組結果とその評価
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8.  環境負荷低減の取り組み

- 9 -



環境目標 活動・取組項目 活動の手段 該当場所 担当者 実施方法
次年度の

取組

・安全を確認して速やかに消灯
する

取組継続

・節電呼びかけの掲示 取組継続

　■退社時消灯の徹底 各セクション
・作業終了の現場から順次消灯
する

取組継続

電力使用量の削減 　■エアコンのﾌｨﾙﾀｰ清掃 各セクション ・定期的な清掃をする。 取組継続

　■エアコンの室内温度の
遵守

各セクション
・室内温度を冬は20℃夏は28℃
にする

取組継続

　■コンプレッサーの電源
を切る

各セクション
・使用が少ない時は稼働台数を
減らす

取組継続

　■ｴｱｰ漏れの監視と修
理

各セクション
・ｴｱｰ漏れが発生した場合速や
かに修理をする

取組継続

　■機械のアイドリング短
縮

各自
・持ち場を離れる時は可能な限り
機械を止める

取組継続

　■ガソリン使用量の削減

　■エコドライブの徹底

　 ・急発進、急加速を避ける 取組継続

・運用者はアイドリングストップの
意識向上を図る

取組継続

　■灯油使用量の削減 工場
・室内温度を遵守し、灯油使用
量の削減を図る

取組継続

　■不良の削減

　■材料歩留まり率の向上

　■金属くず分別の徹底

　■ごみ分別引取りの徹底

　■資源ごみ分別の徹底

　■材料の分別

　■水道水の節約
・水は出しすぎない様注意しこま
めに蛇口を閉める

取組継続

　■漏水の調査
・漏水・凍結による事故に注意す
る。

取組継続

・節水の呼びかけを掲示や口頭
でも行う。

取組継続

　■ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進
・物品購入の際、出来る限り環境
物品等を

取組継続

　購入する 取組継続

・グリーン購入品の調査と集計及
び公表

取組継続

　■情報セキュリティの遵
守

・両面印刷の多用を試みる様呼
びかけを行う

取組継続

　■ミスコピーの削減 ・よく確認してからｺﾋﾟｰする 取組継続

　■ＦＡＸ機のスキャン機
能を活用する

　■化学物質使用量の削減
・必要以上の持ち出しを無くして
行く

取組継続

・揮発性の物はしっかり密閉して
保管管理をする

取組継続

　■リサイクルしやすい製
品を生産する

・リサイクル可能な材料を使用す
る設計をする

取組継続

　■製品の環境性能の向
上と改善

・環境負荷の少ない製品の開発 取組継続

　■省電力を意識した設
計をする

・LED等の省電力部品の選定 取組継続

二酸化炭素排出量
の削減

■省エネルギーの推
進

　■昼休み・休憩時間の消
灯

事務所
工場

水の使用量の削減 ■水道水の節約

各セクション

工場

燃料使用量の削減
事務所

若杉

・効率よく納品出来るように無駄
な動きをしないルートを選択する

産業廃棄物の削減 ■省資源
事務所
工場

久田
・作業前の確認等を十分に行い
不良品の削減を目指す

谷津田
・有価物と廃棄物の分別の徹底
を図る

若杉
・種類ごとに分別するよう徹底す
る

紙の使用量の削減 ■省資源 事務所 全員

グリーン購入の推進
■グリーン購入の推
進

事務所 星・森（弓）

取組継続

取組継続

取組継続

取組継続

自らが生産・提供す
る製品の環境性能
の向上及びサービス
の改善

■省資源 設計室
古山・國方

・橋本

取組継続
・電子データーにて保管可能な
書類を選択し用紙のoutputを削
減。

化学物質使用量の
削減

■化学物質使用量
の削減

事務所
工場

全員

事務所
工場

林・久田

9.  次年度の環境経営計画
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作成日: 2022年6月30日

改訂日: 2023年11月1日

環境基本法　　　第8条

・自然環境の適切な保全等や製品等の廃棄物の適正な処理を行なうこと　　　　

廃棄物の処理及び清掃に関する法律　　　第11条

 ・事業者は、産業廃棄物を自ら処理しなければならない。

廃棄物の処理及び清掃に関する法律　　　 第12条

 ・ 産業廃棄物が運搬までの間、保管基準に従い、保管すること。

福島県生活環境の保全等に関する条例　　　第6条

・県は、県、市町村、事業者及び県民が、それぞれの役割に応じて廃棄物の減量及び再生利用を含
めた廃棄物の適正な処理を行うことを促進するための指針を作成し、その普及及び啓発に努めるも
のとする。

福島県生活環境の保全等に関する条例　　　第62条

・工場等騒音規制基準の遵守義務

福島県生活環境の保全等に関する条例　　　第71条

・ 建設作業に関する騒音の規制（建設作業騒音規制地域）

福島県生活環境の保全等に関する条例　　騒音規制法

・敷地境界における騒音規制値の遵守

相馬市環境基本条例　　　第5条

・事業者は、基本理念にのっとり、その事業活動を行うに当たっては、これに伴って生ずる公害の防
止はもとより、自然環境を適正に保全するため、積極的に必要な措置を講ずる責務を有する。

相馬地方広域市町村圏組合火災予防条例　　　第30条

・指定数量の1/5（200L）以上の危険物を貯蔵する場合には、消防署長に届出が必要。

グリーン購入法　　　第5条

・事業者及び国民は、できる限り環境物品等を選択する。

労働安全衛生法　　　第12条の2

・安全衛生推進者等について

浄化槽法　　　第11条

・毎年1回、指定検査機関による水質に関する定期検査を受ける。

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律　　　第16条

第一種特定製品の管理者の判断の基準となるべき事項。

　 

※環境事務局が、3月31日現在の環境関連法規の遵守状況について確認し、環境関連法規に違反がないことを
確認しました。

　 また、自社で遵守状況をチェックした結果、問題はありません。また過去3年間において行政・近隣等からの
環境関連法規の指摘訴訟はありませんでした。

法令の名称 エビデンス 遵守状況

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

10．環境関連法規への違反、訴訟等の有無
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作成日 : 2023年8月21日

項目 参考資料 代表者（代理）による全体の評価

 環境負荷と環境への取組
状況の把握及び評価

 環境目標及び環境活動
計画の策定

 環境関連法規等の取りま
とめ

・環境関連法規などの取りまとめ表
・環境関連法規などの遵守状況の結
果

 実施体制の構築 ・実施体制(組織図等)

 実施及び運用

 教育・訓練の実施

 環境コミュニケーション
・環境経営レポート
・外部からの苦情などの受付状況及び
対応結果

 環境上の緊急事態への
準備及び対策

・事故及び緊急事態の想定結果及び
その対応策

見直しの項目と変更の必要性

・環境経営方針　　　　有　□　　　無　■

・環境経営目標　　　　有　□　　　無　■

・環境経営計画　　　　有　□　　　無　■

・環境管理システム　　有　□　　　無　■

・実施体制　　　　　　　有　□　　　無　■

環境関連文書及び記録の
作成・整理

・環境関連管理文書ファイル

前回の指示事項に対する
報告

・問題点の是正処置及び予防処置の
結果

・環境への負荷の自己チェックの結果
・環境への取組の自己チェックの結果

コロナ禍による行動規制も漸く落ち着き、弊社でもコロ
ナ起因であった航空業界や半導体メーカーの受注に
ついて回復傾向にある。また、大口の新規複数年継
続商談もきており、9月頃から本格稼働予定である。そ
の為、昨年度まで毎年のように続いた大震災により痛
んでいた第一工場の一部を解体し、隣接地に新たに
再建し新棟を稼働開始した。
　一方で最近は電気代やガソリン代等、エネルギー価
格高騰が目立つ中、追い打ちをかける様に天候も警
報級の暑さが連日続いており今まで以上に環境を意
識した活動に取り組んでいかなければならないと考え
ている。そのためにはエコアクションを全社的に浸透
させる為、美化活動を行い、目標も再設定し、極力低
コストでエコ活動を行い、エネルギー価格を意識した
組織活動を行っていきたいと考えている。

・環境管理システム
・環境経営目標
・環境経営計画

 取組状況の確認及び問
題の是正

・環境経営目標の達成状況及び環境
経営計画の実施状況及びその評価結
果

11．代表者による全体の評価と見直し・指示の結果
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